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研究成果の概要 

2022 年度後半に公開された大規模言語モデル(LLM)に、本プロジェクトは影響を受け、計画を

大幅に見直すことが必須となった。一部の研究を終了とし、「統計」と「論理」の観点から体制を整

理し、残期間 3 年に向けた軌道修正を行なった。現行の LLM の限界を受け、統計・論理班が協

働し、自然言語の特質を数理的に探求することを通し、信頼性の高い知的な AI を目指すものとし

て整理された。見直しを 3年次の後半に行ったことは、本研究プロジェクトを健全に進める上で、一

つの大きな前進であると考える。前半は、基礎的な個別研究に取り組む計画で、それは順調に進

んでいる。 

複雑系班は、マクロ 1 (系列の非線形性と数理モデル)、メゾ 1(文構造の数理モデル)、ミクロ 1(単

語・文の埋め込み表現)に取り組んでいる。非線形性の観点から、木構造・多峰性を軸として、ユー

クリッド空間を超える空間で、言語対象を考察することを試みた。たとえば、マクロ 1 では、力学系

解析の一つの方法である相関次元の計測を行った。また、メゾ 1では、文構造の考察を行うために、

ストラー数という、系の分岐度合いを計数する複雑系の概念を転用した。 

計算言語班は、メゾ 1（文構造の非線形性の数理モデルと構文解析への応用）とミクロ 2（単語構

造から文構造までの統合的数理モデル）について、前年度に引き続き研究を続けた。 

数理論理班は、マクロ 2（文列の構造の特性）、メゾ 2（論理表現に基づく文の推論）、ミクロ 2（単

語・文の論理式への変換可能性）に関する研究を進めた。マクロ 2 は、範疇文法のモデルであるラ

ンベック計算とその拡張系の計算の複雑さを解明する研究を発展させた。メゾ 2については、LLM

の論理推論能力を評価する研究を進めた。ミクロ 2 については、自然言語の木構造から、高階論

理式への変換を行うモデルの整備・拡張を進めた。 
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